福祉専門職養成における災害教育プログラムの開発のための基盤研究―石巻・女川スタディプログラムの試行を通して― by 富井 友子
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A Study for Development of the Disaster Learning Program  





































2015年度のスタディプログラムは、2015年 7 月30日～ 8 月 1 日（ 2 泊 3 日）に実施した。その前後、
1 ）川上（2013a）は、災害ソーシャルワークの 5 段階として、①災害前段階、②救出・避難段階、③避難所生活段階、
④仮設住宅生活段階、⑤復興住宅生活・自宅再建段階を挙げている。
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7 月24日にオリエンテーションおよび事前アンケートを実施し、10月 8 日に事後学習を行った。
2016年度のスタディプログラムは、2016年 7 月31日～ 8 月 2 日（ 2 泊 3 日）に実施した。その前後、
7 月20日にオリエンテーションおよび事前アンケートを実施し、 7 月27日に事前学習発表を行った。ま












































































































































を残しているが、ｂ．石巻川開き祭り灯篭流しの見学については、2015年度は 4 名中 4 名が記載してい






































第 3 段階　 災害発生時からのフェイズによって、専門職による支援内容が変化することを理解し、見
学先の専門職がどの段階でどのような役割を担い、どのように動いていたかを知ることが
できる
第 4 段階　 今後、参加者自身が専門職として同様の状況になり得ることを認識しながら、見学内容を
理解しようとすることができる
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4 ）川上（2013b）は、災害時にソーシャルワーク機能を発揮する主体として、①市区町村行政のソーシャルワーカー、
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シャルワーク機能を担う非専門職、⑦被災地住民などによるソーシャルワーク機能の 7 つを挙げている。
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